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ボリューム管理

ボリュームの自動拡張を有効にする

ボリュームの自動拡張を有効にして、Workload Factoryでボリュームの容量を管理でき
るようにします。いつでも無効にすることができます。

必要に応じて、を使用していつでもボリュームのボリューム容量を手動で拡張できます "ボリューム容量の拡
張機能"。

ボリュームの自動拡張はiSCSIボリュームではサポートされません。

開始する前に

ボリュームの自動拡張を有効にするには、が必要です "リンクの関連付け"。既存のリンクがない場合は、 "リ
ンクの作成"を参照してください。ファイルシステムにリンクを関連付けるには、[アカウント名]*の[リンクの
関連付け]*をクリックします。リンクが関連付けられたら、この操作に戻ります。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. [FSx for ONTAP ]タブで、更新するボリュームを含むファイルシステムの3つのドットメニューを選択
し、*[管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[ボリューム]*タブを選択します。

5. [Volumes]タブで、変更するボリュームの3つのドットメニューを選択します。

6. を選択し、[ボリュームの自動拡張の編集]*を選択します。

7. [自動拡張の編集]ダイアログで、ボリュームの自動拡張を有効にします。

8. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

ボリューム容量を拡張

ボリュームのボリューム容量はいつでも手動で拡張できます。

必要に応じて、 "自動拡張機能を有効にする" Workload Factoryでボリュームの容量を管理できます。

タスクの内容

iSCSI LUNの場合、この処理によってホストLUNのサイズが拡張されます。容量が拡張されたら、ホストオペ
レーティングシステムの手順に従ってLUNの新しいサイズを検出し、LUNのファイルシステムを拡張します。

開始する前に

ボリューム容量を拡張するには、が必要です "リンクの関連付け"。既存のリンクがない場合は、 "リンクの作
成"を参照してください。ファイルシステムにリンクを関連付けるには、[アカウント名]*の[リンクの関連付
け]*をクリックします。リンクが関連付けられたら、この操作に戻ります。

手順
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1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、更新するボリュームを含むファイルシステムの3つのドットメニューを選択し、[

管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[ボリューム]*タブを選択します。

5. [Volumes]タブで、容量を拡張するボリュームの3つのドットメニューを選択します。

6. を選択し、[ボリューム容量の拡張]*を選択します。

7. [ボリューム容量の拡張]ダイアログで、次の情報を指定します。

a. 大きいサイズを選択してください。

b. 必要に応じてユニットを交換します。

8. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

ボリュームタグを編集

タグは、リソースを分類するのに役立ちます。FSx for ONTAPボリュームのボリューム
タグは、いつでも追加、編集、削除できます。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、更新するボリュームを含むファイルシステムの3つのドットメニューを選択し、[

管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[ボリューム]*タブを選択します。

5. [Volumes]タブで、タグを変更するボリュームの3つのドットメニューをクリックします。

6. を選択し、[ボリュームタグの編集]*を選択します。

7. [Edit volume tags]ページで、タグを追加、編集、削除します。

ボリュームに適用できるタグの最大数は50です。

8. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

ボリューム容量のリバランシング

時間の経過とともに不均衡が生じないように、ボリュームの容量をリバランシングしま
す。

タスクの内容

ボリュームのリバランシングでは、新しいファイルの追加やファイルの増加によって不均衡が長期的に生じた
場合に容量が再配分されます。リバランシング処理を手動で開始したら、ファイルを選択し、システムを停止
せずに自動的に移動します。
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ボリュームのリバランシングはFlexGroupボリュームでのみサポートされます。

開始する前に

ボリュームをリバランシングするには、が必要です "リンクの関連付け"。既存のリンクがない場合は、 "リン
クの作成"を参照してください。ファイルシステムにリンクを関連付けるには、[アカウント名]*の[リンクの関
連付け]*をクリックします。リンクが関連付けられたら、この操作に戻ります。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. で、[ストレージインベントリに移動]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、負荷を再分散するボリュームを含むファイルシステムの3つのドットメニューを
選択し、[管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[ボリューム]*タブを選択します。

5. [Volumes]タブで、リバランシングするボリュームの3つのドットメニューを選択します。

6. を選択し、[ボリュームのリバランシング]*を選択します。

7. [ボリュームの再バランス]ダイアログで、*[再バランス]*を選択します。

ボリュームの階層化ポリシーを変更する

高パフォーマンスのプライマリストレージ階層からセカンダリの大容量プールストレー
ジ階層にデータを自動的に再割り当てするように階層化ポリシーを変更します。

タスクの内容

ボリュームの階層化ポリシーはいつでも変更できます。階層化ポリシーはボリュームごとに定義されます。

データの格納場所を決定することは、コスト削減に影響します。

FSx for ONTAPには、ボリュームデータを格納するための2つの階層があります。

• * SSDストレージ階層*：このプライマリストレージ階層は、最も頻繁にアクセスするデータ用です
（_hot_dataとも呼ばれます）。プライマリストレージ階層にデータを格納する方が、セカンダリストレ
ージ階層に格納するよりもコストがかかります。

• 容量プールストレージ階層：このセカンダリストレージ階層は、アーカイブデータまたはアクセス頻度の
低いデータ（_COLD_DATAとも呼ばれます）用です。

ストレージ階層の詳細については、AWS for FSx for NetApp ONTAPのドキュメントを参照して "ストレージ容
量の管理" ください。

開始する前に

階層化ポリシーを変更する前に、使用可能な4つの階層化ポリシーを確認してください。

• 自動：ユーザデータとSnapshotを含むすべてのコールドデータを一定期間大容量プールストレージ階層に
階層化します。

• * Snapshotのみ*：スナップショットデータのみを容量プールストレージ階層に階層化します。

• なし：ボリュームのすべてのデータをプライマリストレージ階層に保持します。
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• * all *：すべてのユーザデータとSnapshotデータをコールドとしてマークし、容量プールストレージ階層
に格納します。

一部の階層化ポリシーには、最小クーリング期間が関連付けられています。最小クーリング期間は、ボリュー
ム内のアクセス頻度の低いユーザデータが「コールド」とみなされて大容量プールストレージ階層に移動され
るまでの時間（cooling days）を設定します。クーリング期間は、データがディスクに書き込まれた時点から
開始されます。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、更新するボリュームを含むファイルシステムの3つのドットメニューを選択し、[

管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[ボリューム]*タブを選択します。

5. [ボリューム]タブで、階層化ポリシーを変更するボリュームの3つのドットのメニューをクリックします。

6. を選択し、[階層化ポリシーの変更]*を選択します。

7. [階層化ポリシーの変更]ページで、次のいずれかの階層化ポリシーを選択します。

◦ 自動：冷却日数を入力します。

◦ スナップショットのみ：クーリング日数を入力します。

◦ * なし *

◦ すべて

8. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

ボリュームのNFSエクスポートポリシーを変更する

NFSv3またはNFSv4.1プロトコルタイプを使用するボリュームのNFSエクスポートポリ
シーを変更します。

タスクの内容

ボリュームのエクスポートポリシーを変更するには、クライアント仕様、アクセス制御、スーパーユーザアク
セス、およびNFSのバージョンを詳細に記述したエクスポートポリシールールを追加する必要があります。複
数のエクスポートポリシーを追加して優先順位を付けることができます。

開始する前に

エクスポートポリシールールのクライアント仕様を決定します。クライアント仕様の有効な値は次のとおりで
す。

• IPアドレス

• サブネットマスクを使用したIPアドレス

• IPアドレスとネットワークマスク

• 先頭に「@」文字が付いたネットグループ名

• 先頭にピリオドが付いたドメイン名
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• ホスト名

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、更新するボリュームを含むファイルシステムの3つのドットメニューを選択し、[

管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[ボリューム]*タブを選択します。

5. [Volumes]タブで、NFSエクスポートポリシーを変更するボリュームの3つのドットメニューをクリックし
ます。

6. を選択し、[NFSエクスポートポリシーの編集]*を選択します。

7. [NFSエクスポートポリシーの編集]ページで、次の項目を指定します。

a. アクセス制御：[カスタムエクスポートポリシー]*または[既存のエクスポートポリシー]*を選択しま
す。

または、*[ボリュームへのアクセスなし]*を選択することもできます。

b. エクスポートポリシー名：必要に応じて、エクスポートポリシーの名前を入力します。

c. エクスポートポリシールールの追加：次の詳細を指定し、優先度ルールとして#1で始まるポリシーを
ランク付けします。

i. クライアント仕様：複数の値をカンマで区切ります。

ii. アクセス制御：ドロップダウンメニューから*読み取り/書き込み*、読み取り専用、または*アクセ
スなし*を選択します。

iii. スーパーユーザーアクセス：*はい*または*いいえ*を選択します。

iv. * NFSバージョン*：すべて、* NFSv3 、または NFSv4 *を選択します。

8. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

ボリュームのCIFS共有を変更する

ボリュームのCIFS共有を変更するには、アクセスを許可するユーザとグループ、および
許可するアクセスのタイプを決定します。

開始する前に

アクセスを許可するユーザまたはグループと、許可するアクセスのタイプを決定します。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、更新するボリュームを含むファイルシステムの3つのドットメニューを選択し、[

管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[ボリューム]*タブを選択します。
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5. [Volumes]タブで、SMB共有を変更するボリュームの3つのドットメニューをクリックします。

6. を選択し、[CIFS共有の編集]*を選択します。

7. [CIFS共有の編集]ページで、次の情報を指定します。

a. ユーザーまたはグループ：有効なユーザーおよびグループを入力します。各エントリはセミコロンで
区切ります。

b. 権限：フルコントロール、読み取り/書き込み、読み取り、または*アクセスなし*を選択します。

8. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

ボリュームを削除する

FSx for ONTAPファイルシステム内のボリュームはいつでも削除できます。この処理は
元に戻すことはできません。

開始する前に

ボリュームを削除する前に、次の点を考慮してください。

• ローカルスナップショット：このFSx for ONTAPファイルシステムに関連付けられているすべてのスナッ
プショットが完全に削除されます。

• FSx for ONTAPバックアップ：FSx for ONTAPのバックアップコピーは残り、引き続き使用できます。

• レプリケーション関係：解除された関係が残らないように、ボリュームを削除する前にこのボリュームに
ついて確認することを推奨します "既存のレプリケーション関係を削除する" 。

手順

1. にログインします。 "Workload Factoryコンソール"

2. [Storage]で、*[Go to storage inventory]*を選択します。

3. FSx for ONTAP タブで、削除するボリュームを含むファイルシステムの3つのドットメニューを選択し、[

管理]*を選択します。

4. ファイルシステムの概要で、*[ボリューム]*タブを選択します。

5. [Volumes]タブで、削除するボリュームの3つのドットメニューを選択します。

6. を選択し、[ボリュームの削除]*を選択します。

7. [Delete volume]ダイアログで、次の手順を実行します。

a. 必要に応じて、*[ボリュームのバックアップ]*をクリックして、削除前にボリュームをバックアップし
ます。

バックアップは、手動で削除するまでファイルシステムに残ります。

b. [* Continue （続行） ] をクリックします

c. 「delete」と入力してボリュームを削除します。

d. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。
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